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「人間や物事のふるまいを決定づける構造」を明らかにした世界的ベストセラー「The Path of Least 

Resistance」（未邦訳）の著者ロバート・フリッツの新刊です。ロバート・フリッツの構造思考は『学習す

る組織』（ピーター・センゲ著）等、複数のキーコンセプトに影響を与えています。実際に『学習する組織』

『Ｕ理論』『学習する学校』（英治出版）では本文中に著者のコンセプトが引用されています。 
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自己啓発業界へ波紋を引き起こす！―自意識(アイデンティティ)の問題が、望む人生を創

り出す能力をいかに妨げるかを紐解いていく画期的な本。 
本書は、自己啓発ムーブメントにおけるポジティブ思考や自己肯定感（セルフエスティー

ム）を高めることがブーメラン効果となり、人々が成功を創り出すことを困難にすること

を明らかにしています。著者は、「自分自身について」考えることが重要ではなく、「自分

が創り出したい成果」にフォーカスすることが重要だと言います。本書は、読者が本当に

望む人生を創り出すための重要な羅針盤となるでしょう。 


